Wood Pecker　PCバーコード検証機
Astronix,Inc.                 WoodPecker　PCバーコード検証機

　Ｄｅｔａｉｌｓスクリーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＡＮＳＩ/ＣＥＮ規格検証結果の各パラメータグレード（ポイント）詳細と、ヒストグラムを表示します。


Ｏｖｅｒ Ｇｒａｄｅ（シンボル総合グレード）

各パラメータのグレードポイント値の平均を、シンボル等級変換表にてグレード化し、それをシンボルの総合グレードとする。尚、測定に際しては適正なスキャナーのアパチャーサイズ＆光源波長を選択しなければ正確な評価となりえない。

マルチスキャンの総合検証モードの場合、シングルスキャン毎に評価されたシンボル総合グレードのポイント値を合計し、その平均が最終総合検証結果となります。

例えば、2スキャンの平均を出す場合に、１回目のシンボル総合グレードがＡ（４．０）で、２回目がＦ（０．０）であった場合には、最終シンボル総合グレードはC（２．０）となります（A値とF値の平均）。

反射パラメータ等級＆ポイント値一覧表〔Reflectance　Parameter　Grades〕

	Grade〔等級〕P
	Rmin
	SC
	ECmin
	MOD
	Defects

	A〔秀〕ポイント4.0

B〔優〕ポイント3.0

C〔良〕ポイント2.0

D〔可〕ポイント1.0

F〔不可〕ポイント0
	≦50％Rmax

＞50％Rmax
	≧70％

≧55％

≧40％

≧20％

＜20％
	≧15％
	≧0.70
	≦0.15

	
	
	
	
	≧0.20.
	≦0.20

	
	
	
	
	≧0.50
	≦0.25

	
	
	
	
	≧0.40
	≦0.30

	
	
	
	＜15％
	＜0.40
	＞0.30


シンボル総合グレード（等級）変換表

	３.５≦
	A
	≦４.０

	２.５≦
	B
	＜３．５

	１.５≦
	C
	＜２．５

	０.５≦
	D
	＜１．５

	
	F
	＜０．５


Ｍｉｎ．Ｒｅｆｌｅｃｔａｎｃｅ（最小（RＭin）／最大（ＲＭａｘ）反射率）

このパラメータグレードは、Ａ（4.0）またはＦ（0.0）で表されます。

バーコードシンボルをスキャンした場合の、スキャンプロファイル上(クワイエットゾーンを含む)でのシンボルの最小反射率(Ｒｍｉｎ)をいい、最大反射率(Ｒｍａｘ)の50％以下であればＡ（4.0）グレード、５０％を超えた場合はＦ（0.0）グレードを示す。

	最大反射率（Rmin）
	≦５０Rmaxの場合は、Aグレード

＞５０％Rmaxの場合は、Fグレード

	最大反射率（Rmax）
	


Ｇｌｏｂａｌ　Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ（基準しきい値）

スキャンプロファイル上で、バーとスペースを区別するための、しきい値レベルをいい以下の

計算式によって求められる。

ＧＴ＝ＲＭｉｎ＋（ＳＣ/２）

Ｓｍｂｏｌ Ｃｏｎｔｒａｓｔ（シンボルコントラスト）

このパラメータグレードは、Ａ（4.0）、Ｂ（3.0），Ｃ（2.0），Ｄ（1.0），Ｆ（0.0）で表されます。

　

バーコードシンボルをスキャンした場合の、スキャンプロファイル上(クワイエットゾーンを含む)での最大反射率と最小反射率との差をシンボルコントラストといいます。

ＳＣ＝Ｒｍａｘ－Ｒｍｉｎ

ちなみに、シンボルコントラストとはシンボル内の“最も明るい”スペース部と“最も暗い”バー部の反射率の差を表し、その差が大きくなればなるほどグレードは高くなります。

Ｅｄｇｅ Ｃｏｎｔｒａｓｔ（最小エッジコントラスト）
このパラメータグレードは、Ａ（4.0）又はＦ（0.0）で表されます。

バーコードシンボルをスキャンした場合の、スキャンプロファイル上でのスペース部の反射率Ｒｓとそれに隣接するバー部の反射率Ｒｂとの差異ＥＣ(エッジコントラスト)の最小値をいい、ＥＣが15％以上であればＡ（4.0）グレード、15％未満の場合はＦ（0.0）グレードを示します。

	EC＝Rs－Rb
	≧１５％の場合は、A（4.0）グレード

＜１５％の場合は、F（0.0）グレード


Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ（モジュレーション）

このパラメータグレードは、Ａ（4.0）、Ｂ（3.0），Ｃ（2.0），Ｄ（1.0），Ｆ（0.0）で表されます。

モジュレーションとは、シンボルコントラストＳＣ値にしめる最少エッジコントラストＥＣmin値の比率をいいます。理想的を言えば、エッジコントラストは、シンボルコントラストと等しくならなけらばなりませんが、測定スキャナーの適正アパチヤーサイズの選択を誤ったりした場合、アパチヤーサイズがエレメントサイズに近づくと受け取る信号の振幅が小さくなり、それゆえエッジコントラストも減少します。最少エッジコントラストとシンボルコントラストの差が大きくなればなるほど、グレードは小さくなります。

ＭＯＤ＝ＥＣmin/ＳＣ

それゆえ、適正なアパチャ-サイズを選択することは、このパラメータに大きく影響します。

測定スキャナのアパチャ-サイズ選択

	　　Xエレメント幅m m
	アパーチャーサイズ
	MIL

	0.102　X ＜0.178
	0.076mm
	03

	0.178　X ＜0.330
	0.127mm
	05

	0.330　X ＜0.635
	0.254mm
	10

	0.635 X ＜
	0.508mm
	20


Ｄｅｆｅｃｔ（欠陥）
このパラメータグレードは、Ａ（4.0）、Ｂ（3.0），Ｃ（2.0），Ｄ（1.0），Ｆ（0.0）で表されます。

欠陥とは、バーコードシンボルをスキャンした場合にボイドやスポットが原因で起きた、スキャンプロファイル上の各エレメント反射波形のバラツキ最大値〔ERN　max〕（クワイエットゾーンを含む）とシンボルコントラストＳＣ値との比率をいいます。

例えば、スペース内の黒い点は、そのスペースの反射値を低下させてしまい、低い反射値が更に低くなれば、それをバーと勘違いすることも起こり得ます。このような状態は、読取不可や読取エラーを発生する原因となります。

欠陥グレードは、シンボル内の最大欠陥とシンボルコントラストの関係によって決められます。

欠陥が小さくなればなるほど高いグレードが与えられます。

モジュレーションと同様、アパチャーサイズはこのグレードに大きく影響します。通常、非常に低密度に印刷されたエレメントを測定するために小さいアパチャーサイズを使用した場合、この欠陥が起こり易くそれゆえ、適正なアパチャーサイズを選択する必要があります。

Ｄｅｃｏｄａｂｉｌｉｔｙ（復号容易度）
このパラメータグレードは、Ａ（4.0）、Ｂ（3.0），Ｃ（2.0），Ｄ（1.0），Ｆ（0.0）で表されます。

バーコードシンボルをスキャンした場合に、各エレメントの太り、細り加減（各エレメント設計値との

誤差）によって適正な太細比（レシオ）が、とれずそれが原因で読み取り率の低下を招く場合があります。ＡＮＳＩ/ＣＥＮ規格では、このデコード容易性をグレード別けしています。デコーダビリティ値は、各キャラクター毎に計算されそれぞれの結果の最少値を最終的にシンボル全体のデコーダビリティとします。

ちなみに、デコーダビリティグレードとは、シンボル内で最も大きく規格から外れたエレメント幅のエラー値を表します。

デコーダビリティ[Decodability]等級

	デコーダビリティ値
	等級（グレード）

	≧０．６２
	Ａ（４．０）

	≧０．５０
	Ｂ（３．０）

	≧０．３７
	Ｃ（２．０）

	≧０．２５
	Ｄ（１．０）

	＜０．２５
	Ｆ（０．０）


　

Ｄｅｃｏｄｅ（復号）

このパラメータグレードは、Ａ（4.0）又はＦ（0.0）で表されます。

バーコードシンボルをスキャンした場合に、スキャンﾌﾟﾛファｲル上でグローバル

スレシュオールドを通過しないエレメントがある場合には、他のパラメータ（ディフェクト、モジュレーション、最小エッジコントラスト、デコーダビリティ）が正しく適用できないためにFグレードを表示します。

このデコードﾞがFの時は、他のパラメータグレードに関係なくシンボル総合フレードもFと

なります。

尚、このパラメータグレードがAの場合は、他のパラメータの中で最もグレードの低い値をシンボル総合グレードとします。

スレシュオールドを通過しなかったエレメントは、エレメントとしてというよりむしろディフェクトとして表れてしまいます。正しくエレメントが分析されないとシンボルコントラストの算出のみが行われます。また、その他の関係グレードは、スキャンされたシンボルのグローバルスレシュオールド通過ポイントまでの範囲で計算されます。
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